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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう
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平成２０年４月１３日

主

な

内

主

な

内

容容

賃貸借契約の一部変更の経過について報告しますほか・・２
湯沢町木造住宅耐震診断支援事業ほか・・・・・・・・・３
湯沢町職員異動ほか・・・・・・・・・・・・・・・４～５
平成２０年度予算をお知らせします ・・・・・・・・６～９
地方交付税って何？ ・・・・・・・・・・・・・・１０～１１
町長コラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
平成２０年度狂犬病予防集合注射・・・・・・・・・・・・１３
南魚沼地域ふるさと基金事業のご案内ほか・・・・・・・１４
「ゆきぐに」湯沢町公民館のページ ・・・・・・・・１５～１８
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９～２０

湯沢町　この冬の積雪と降雪の状況は

新
年
度
を
迎
え
て
雪
解
け
も
進
み
、
季
節

は
春
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
の
積
雪

と
降
雪
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
湯
沢

町
役
場
の
観
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

冬
を
迎
え
る
前
の
気
象
庁
の
長
期
予
報
で

は
、
こ
の
冬
の
降
雪
量
は
平
年
並
み
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、　

月
の
初
雪
後
に
、

１１

い
き
な
り　
�
を
超
え
る
降
雪
が
あ
り
ま

３０

し
た
。折
り
し
も
一
昨
年
と
同
様
に
、
ペ
ル
ー

沖
の
海
面
水
温
が
低
く
な
る
「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現

象
」
が
発
生
し
て
い
た
の
で
、
豪
雪
の
冬
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
は
降
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

年
末
年
始
の
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
で
き
な

い
の
で
は
と
逆
に
心
配
さ
れ
る
程
で
し
た
。幸

い
に
も
年
が
明
け
て
か
ら
は
、
安
定
し
た
降

雪
に
恵
ま
れ
、
雪
不
足
の
心
配
は
解
消
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
２
月
に
な
る
と
今
度
は
降
雪

量
が
増
え
て
き
て
、
２
月　

日
、
２
年
ぶ
り

１７

に
積
雪
が
２�
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
冬
の

積
雪
は
こ
れ
が
ピ
ー
ク
で
し
た
が
、
３
月
に

な
っ
て
も
初
旬
は
、
一
日
の
降
雪
量
が　
�４０

を
超
え
る
日
も
あ
り
、
春
の
訪
れ
が
遅
い
の

で
は
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
３
月

　

日
を
境
に
、
ま
さ
し
く
ピ
タ
ッ
と
雪
は
降

１０ら
な
く
な
り
、
こ
こ
か
ら
３
月
末
ま
で
、
降

雪
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
体
的
に
見
れ
ば
、降
雪
量
も
積
雪
量
も

ほ
ぼ
平
年
並
み
で
し
た
が
、　

月
下
旬
の
大

１１

雪
、
３
月　

日
以
降
の
暖
か
さ
な
ど
、
や
は

１０

り
こ
の
冬
も
ど
こ
か
極
端
な
面
が
あ
っ
た
と

い
え
そ
う
で
す
。

�
�

�
�
�
�

今冬の累計降雪量と積雪量

累計降雪量（一日の降雪量の累計）
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この冬の湯沢町 雪のデータ
●最大積雪深…201cm（2月 17 日）
 （平均　209cm）

●累計降雪量…1,212cm（4月 5日現在）
 （平均　1,268cm）

● 最大降雪量（一日）…53cm（2月 16 日）

※湯沢町役場の観測データによる数値です。

※平均とは昭和５８年～平成１９年の２５年間平均値です。
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湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
施
設
は

町
が
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
に
貸
し
付
け
、
平
成　

年
４
月

１９

１
日
か
ら
同
社
に
よ
っ
て
管
理
運

営
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
皆
様

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
に
営
業
を
移
譲
後
、
町
が
営
業

し
て
い
た
時
の
豪
雪
に
よ
る
屋
根
の

損
傷
や
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
必
要

箇
所
が
多
数
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
施
設
等
賃
貸
借
契
約
書
で

は
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
修

繕
を
町
が
平
成　

年
度
に
一
部
実

１９

施
し
、
４
８
０
万
円
程
の
支
払
い
を

行
い
ま
し
た
。

町
が
こ
の
修
繕
を
実
施
す
る
に

至
っ
た
判
断
は
、
施
設
等
賃
貸
借
契

約
を
締
結
す
る
た
め
の
前
段
と
し

て
平
成　

年
７
月
７
日
に
日
本

１８

ケ
ー
ブ
ル
（
株
）
と
取
り
交
わ
し
た

「
湯
沢
町
観
光
事
業
の
経
営
譲
渡
に

関
す
る
基
本
合
意
書
」
に
お
い
て
、

「
貸
与
す
る
施
設
に
つ
い
て
現
段
階
に

お
い
て
保
安
上
問
題
の
あ
る
箇
所

又
は 
瑕
疵 
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

か

し

町
の
責
任
に
お
い
て
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。
な
お
、
こ
の
整
備
は
施
設

引
渡
し
前
に
実
施
す
る
こ
と
を
原

則
と
す
る
。」と
の
条
項
が
あ
り
、本

来
は
こ
の
基
本
合
意
書
に
基
づ
き

瑕
疵
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
町
が

整
備
し
た
後
に
施
設
を
引
き
渡
す

べ
き
と
こ
ろ
、
実
際
は
相
互
の
連
携

の
不
備
か
ら
索
道
部
門
の
修
繕
し

か
行
わ
れ
な
い
な
か
で
引
渡
し
を

終
了
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、時
期
は
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
建
物
等
の

修
繕
は
、
平
成　

年
度
以
降
に
町

１９

が
行
う
と
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
行
為
は
営

業
譲
渡
に
関
し
、
湯
沢
町
、
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
株
）、
日
本

ケ
ー
ブ
ル
（
株
）
と
の
間
で
平
成　
１８

年　

月　

日
に
締
結
し
た
「
湯
沢

１２

２６

温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
施
設
等
賃
貸
借

契
約
」
の
第
７
条
「
貸
付
物
件
の
保

守
、
修
繕
、
補
修
等
は
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス（
株
）が
そ
の
責
任

と
費
用
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の

と
し
、
こ
の
費
用
を
町
に
求
償
し
な

い
。」と
の
条
項
に
矛
盾
す
る
と
し
て
、

議
会
か
ら
指
摘
を
受
け
、
契
約
当

事
者
三
者
に
よ
る
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
索
道
部
門
に
つ
い
て
は
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス（
株
）が
全

額
負
担
、
他
の
施
設
等
に
つ
い
て
は

同
一
工
種
に
よ
る
１
箇
所
の
修
繕

費
等
が　

万
円
以
下
の
場
合
は
ス

５０

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス（
株
）が
負

担
し
、　

万
円
を
超
え
る
場
合
は

５０

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
町
が
負
担

す
る
。
ま
た
、
契
約
上
及
び
手
続
き

上
も
適
正
と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
変

更
契
約
は
平
成　

年
４
月
１
日
に

１９

 
遡
及 
適
用
す
る
と
し
た
も
の
で
す
。

そ
き
ゅ
う

今
後
の
施
設
等
の
修
繕
は
、
こ
の
契

約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
町
の
一
連
の
行
為
に
つ
い
て

は
、
契
約
行
為
の
遵
守
と
い
う
行
政

と
し
て
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
逸
脱

す
る
も
の
で
あ
り
、私
自
身
深
く
反

省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い

よ
う
、
職
員
に
対
し
ま
し
て
法
令
・

契
約
行
為
の
遵
守
を
徹
底
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
本
契
約
変
更

の
経
緯
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、ご
心
配
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

湯
沢
町
長　

上
村　

清�

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
施
設
等
賃
貸
借
契
約
の

一
部
変
更
の
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す

 
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て 

湯
沢
町
で
は
、
平
成　

年
度
の
水

２０

質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
水

質
検
査
計
画
と
は
水
質
基
準
の
適

合
状
況
を
把
握
す
る
た
め
不
可
欠

で
あ
る
水
質
検
査
を
適
正
に
行
う

た
め
に
、検
査
場
所
、検
査
項
目
、検

査
回
数
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
水
質
検
査
計
画
は
、
湯
沢
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
「
く
ら
し
の
情

報
」で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、地

域
整
備
課
水
道
班
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

 
漏
水
に
ご
注
意
を
！ 

冬
期
間
、水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
な
い
と
、春
ま
で
漏
水
し

て
い
て
も
気
が
つ
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
が
で
き
る
方
は
、
家
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
見

て
く
だ
さ
い
。少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば
、漏
水
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。（
キ
ラ
キ
ラ
光
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。）

も
し
冬
期
間
に
漏
水
が
あ
り
、
湯
沢
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
店
に
よ
り
修
理
を
さ
れ
た
方
は
、
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

地
域
整
備
課
水
道
班　

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

パイロッパイロットト

� �������������������������������������������������������������������������������������������

地域整備地域整備課課 水水道班からのお知ら道班からのお知らせせ

注意！屋外の散水栓
雪に埋もれた屋外の散水
栓は損傷しやすい上、見つ
けにくいので、漏水が多く
あります。ご確認できるも
のは、漏水がないかお確
かめください。
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町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
「
湯
沢
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支

援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
、
木
造
住

宅
の
耐
震
対
策
を
通
し
て
建
築
物

の
安
全
性
を
高
め
、
地
震
か
ら
の
被

害
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。大

き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
古

い
木
造
住
宅
が
倒
壊
し
て
、
大
き
な

被
害
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
専
門
家
に
よ
る
「
住
ま
い

の
診
断
」
を
受
け
て
、い
つ
来
る
か
わ

か
ら
な
い
地
震
に
備
え
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
…
湯
沢
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

地
震
に
備
え
て

地
震
に
備
え
て
、、
安安
全
と
安

全
と
安
心
を
心
を
！！

補助対象
個人所有の昭和５６年５月３１日以前に
建築された木造建築物（建築後２６年以上経過）

対象建築物

住宅の所有者対 象 者

２５戸（ただし、予算の枠を超えた場合はその時点。）対 象 戸 数

平成２０年１０月３１日（金）申 請 期 限

補助金額

所有者負担額 �－�町補助金額 �耐震診断費用 �対象住宅の延床面積

10,000 円６０,０００円７０,０００円７０�以下

15,000 円６５,０００円８０,０００円７０�超～１７５�以下

20,000 円８０,０００円１００,０００円１７５�超～

耐震診断内容
�耐震診断は、�日本建築防災協会が発行する「木造住宅の耐震診断と補強方法」における一般診断により実施
するものです。

��日本建築防災協会などが行う講習会を修了し、湯沢町に登録した耐震診断士が、診断を行います。

�一般診断とは、耐震補強の必要性の判断を目的としたものであり、原則として地震での倒壊の可能性について
判断します。耐震補強を行いたいと考えている方には、判断基準として活用していただくことができます。

�診断にあたっては、壁材などをはがしたりすることはしないで、主に内外観（建物の形状、壁量、壁の材質、建
物の劣化状況）により診断を行います。

● 対象要件・申込み方法などのお問い合わせは……地域整備課 建設整備班　℡７８４－４８５２

法務局南魚沼支局と南魚沼人権擁護委員協議会では、次のことでお困りの方に人権相談を行います。
相談は無料で秘密は堅く守られます。

� 家庭内（夫婦・親子・結婚・離婚・相続等）、親族間、近隣間のもめごと、悩みごとなど、毎日の暮らしの中で
起こる様々な問題

� いじめ、体罰、女性差別、外国人差別などあらゆる差別問題

日　　時 5 月 13 日（火）午後 1時～ 4時 ◎最寄りの人権擁護委員

会　　場 湯沢町公民館 （神立地区）駒形　虎次郎 ℡７８５－５３３８

相談担当 人権擁護委員、法務局職員 （湯沢地区）種村　久男 ℡７８４－２３６７

後　　援 湯沢町 （土樽地区）中谷　眞利子 ℡７８７－３０４６

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

相談無料、秘密厳守　　 特設人権相談所開設のご案特設人権相談所開設のご案内内 
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　　　　湯沢町職員異動（平成２０年４月１日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
前所属新所属《課長級》

議会事務局 局長総務課 課長半 澤　 誠 治

健康福祉課 課長兼保健班長事務取扱健康福祉課 課長田 村　 修

地域整備課 課長兼維持管理班長事務取扱地域整備課 課長山 本　 茂 正

教育課 課長会計課 会計管理者兼課長並 木　 進

税務課 収納班長議会事務局 局長剣 持　 猛

健康福祉課 福祉介護班長教育課 課長阿 部　 道 雄

前所属新所属《班長級》

税務課 課税班長総務課 企画財政班長角 谷　 誠 次

税務課 課税班主任税務課 課税班長南 雲　 仁

総務課 庶務班主任税務課 収納班長佐 藤　 清 美

総務課 企画財政班長町民課 町民生活班長高 橋　 功

産業観光課 産業振興班主任健康福祉課 福祉介護班長南 雲　 利 巳

町民課 町民生活班長健康福祉課 国保保健班長玉 田　 勇

地域整備課 水道班長地域整備課 維持管理班長角 谷　 豊 明

地域整備課 水道班主任地域整備課 水道班長笛 田　 節 夫

会計課 会計班主任会計課 会計班長小野塚　友子

教育課 国体推進班長教育課 国体推進室長高 橋　 政 弘

前所属新所属《主　査》

総務課 庶務班主任総務課 庶務班主査森 下　 政 史

総務課 防災管財班主任総務課 防災管財班主査高 野　 剛

税務課 課税班主任税務課 課税班主査岩 崎　 裕 一

地域整備課 建設整備班主任税務課 収納班主査池 田　 文 敏

町民課 町民生活班主任町民課 町民生活班主査高 橋　 勝 彦

健康福祉課 保健班主任健康福祉課 国保保健班主査笛 田　 京 子

産業観光課 産業振興班主任産業観光課 産業振興班主査清 水　 守

教育課 学校教育班主任教育課 学校教育班主査南 雲　 順 二

教育課 学校教育班主任教育課 学校教育班主査南雲　あや子

教育課 生涯学習班主任教育課 生涯学習班主査高 橋　 弘 介

前所属新所属《主　任》

総務課総務課 主任本 田　 忠 志

総務課総務課 主任宮 田　 玲

総務課総務課 主任田 村　 雅 和

総務課総務課 主任山 岸　 勝 彦

税務課税務課 主任高 野　 敏 明

健康福祉課健康福祉課 主任関　 正 幸

総務課健康福祉課 主任中 村　 陽 子

産業観光課産業観光課 主任南 雲　 剛

産業観光課産業観光課 主任内 田　 大 作

地域整備課地域整備課 主任古 川　 健 一

地域整備課地域整備課 主任高 橋　 章 一

議会事務局議会事務局 主任須 長　 節 子
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前所属新所属《一般職員》

税務課総務課 泉 川　 千 秋

地域整備課総務課 木 暮　 享

町民課税務課 関　 良 子

（新採用）税務課 林　 達 也

教育課町民課 山崎　久美子

地域整備課産業観光課 篠 原　 克 則

中央保育園産業観光課 腰 越　 学

総務課 地域整備課 井 熊　 靖

町民課 地域整備課 田 村　 淳

産業観光課 税務課 熊 谷　 健 志

前所属新所属《保育園》

神立保育園中央保育園 山 田　 信 江

土樽保育園中央保育園 高 井　 美 雪

浅貝保育園湯沢保育園 副園長星 野　 政 江

中央保育園 湯沢保育園 小 幡　 美 穂

中央保育園 神立保育園 笛 木　 春 子

湯沢保育園 浅貝保育園 南 雲　 智 子

　　　平成２０年３月３１日付退職
所　属 氏名

総務課 課長樋 口　 新 一

会計課 会計管理者兼課長兼会計班長事務取扱青 山　 薫

湯沢保育園 副園長南雲　きみ江

町民課高村　フミ子

　　　　教職員異動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
転出転入

学校名
職名新任校氏名前任校氏名職名

校 長新潟市　酒屋小阿 部　 大 介新潟市　坂井輪小伊 藤　 正 弘校 長

三国小学校 教 諭南魚沼市　薮神小高 橋　 正 敏阿賀野市　分田小山 崎　 昭 順教 諭

教 諭新潟市　早通南小梅津　恵理子新発田市　御免町小土田　謙太郎教 諭

校 長新潟市　潟東南小中 川　 陽 一津南町　上郷中日 岡　 求校 長

三俣小学校 教 頭柏崎市　野田小藤 林　 順 子津南町　津南小江 口　 正 洋教 頭

教 諭南魚沼市　中之島小矢 崎　 博 子魚沼市　堀之内小大 塚　 有 佳教 諭

校 長新発田市　七葉小森　 弘 志長岡市　教育委員会堀 江　 康 之校 長土樽小学校

校 長十日町市　貝野小大 津　 政 好長岡市　上川西小本 田　 正 俊教 頭
湯沢小学校

教 諭（中国広州 日本人学校）佐 藤　 静 子南魚沼市　城内小井 熊　 健 一教 諭

教 諭上越市　春日中中 野　 博 史南魚沼市　大巻中西 野　 隆 男教 諭

湯沢中学校

教 諭三条市　第一中平 尾　 祥 恵魚沼市　入広瀬中大 塚　 賢 一教 諭

教 諭十日町市　南中井 口　 暁 子（新採用）長 谷 川　 綾教 諭

教 諭出雲崎町　出雲崎中津 村　 誠（新採用）滝 澤　 沙 貴教 諭

教 諭新潟市　内野中早 川　 信 哉
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入
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・
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収
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０
０
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２
４
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財
政
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整
基
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７
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ー
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し
か
し
、
来
年
度
に
は
固
定
資
産
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の
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替
え
の
影
響
で
、
さ
ら
に

大
幅
な
税
収
の
減
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
将
来
を
見
据
え

た
堅
実
な
財
政
運
営
を
行
う
と
と

も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
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的
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
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5588 億億 44505000 万円万円

前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

△１４７,８５４７５.３４,４０１,９０２町税※

８０,１５６５.２３０６,８４５県支出金

△３４,５９０３.５２０２,２５４諸収入

△５８,５２５３.０１７８,０５５国庫支出金

１５,１１７３.０１７４,７８０財産収入

△８３,１２３２.３１３３,２０５繰入金

０１.９１１０,０００地方消費税交付金

２７６１.３７５,４１２使用料及び手数料

０１.２７０,０００地方譲与税

２,０４２０.９５３,７４３分担金及び負担金

００.９５０,０００繰越金

そ
の
他

００.５３２,０００自動車取得税交付金

００.４２４,３００町債

１４,００００.３１５,０００地方交付税

△９９９０.１６,００１地方特例交付金

００.１６,０００ゴルフ場利用税交付金

△１,００００.１４,０００利子割交付金

△５０００.０１,５００交通安全対策特別交付金

００.０１配当割交付金

００.０１株式等譲渡所得割交付金

００.０１寄附金

△２１５,０００１００.０５,８４５,０００計

町税�４４億１９０万２千円

歳 入

国庫支出金�１億７８０５万５千円

諸収入�２億２２５万４千円

その他�１億３８８０万４千円

分担金及び負担金�５３７４万３千円

県支出金�３億６８４万５千円

地方譲与税�７０００万円

使用料及び手数料�７５４１万２千円財産収入�１億７４７８万円

繰入金�１億３３２０万５千円

地方消費税交付金�１億１０００万円

一

般

会

計

前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

※町税の内訳

△９５,２７７７９.６３,５０５,０２６固定資産税

△２３,００９１５.９６９９,８７４町民税

△４５０２.３１００,０５１入湯税

△２９,１２１１.８８０,０４２町たばこ税

２０３０.４１６,１０９軽自動車税

△２０００.０８００都市計画税

△１４７,８５４１００.０４,４０１,９０２計

前
年
度
と
比
べ
て
、　

％
の
減

3.5

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
平
成　

年
度

２０

当
初
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
湯
沢

町
の
全
て
の
会
計
（
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
企
業
会
計
）
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は

　

億
２
３
３
万
円
で
、
そ
の
う
ち
町
の
行

９６政
運
営
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
は　

億
５８

４
５
０
０
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
２
億
１

５
０
０
万
円
、　

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

３.５
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�
歳
入
の
前
年
か
ら
の

増
減
の
ポ
イ
ン
ト

�
町
税
（
減
少
）

固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
評

価
額
の
下
落
、
償
却
資
産
の
減
価
、

及
び
た
ば
こ
税
に
お
け
る
た
ば
こ

販
売
量
の
減
な
ど
に
よ
り
減
少
し

ま
し
た
。

町
税
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
が
、左
上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、

当
初
予
算
額
も
減
少
傾
向
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
１
億
４
７
８
５
万
４

千
円
減
）

�
地
方
交
付
税
（
増
加
）

が
ん
ば
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
分
の
特
別
交
付
税
を
計
上
し
た

こ
と
に
よ
り
、
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
１
４
０
０
万
円
増
）

�
国
庫
支
出
金
（
減
少
）

野
中
橋
（
旧
船
沢
橋
）
の
架
替
事

業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
が
減
少
し
た

こ
と
と
、
除
雪
機
械
の
購
入
に
対
す

る
補
助
金
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
５
８
５
２
万
５
千
円

減
）

�
県
支
出
金
（
増
加
）

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
に
か
か
る
負
担

金
や
国
体
開
催
に
係
る
補
助
金
が

増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
と
な

り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
８
０
１
５
万
６
千
円

増
）

�
諸
収
入
（
減
少
）

町
の
各
種
貸
付
制
度
に
お
け
る

金
融
機
関
へ
の
預
託
金
（
年
度
末
に

町
に
返
還
さ
れ
ま
す
。）
が
減
少
し

た
こ
と
と
、
前
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
対
す
る
体
育
連
盟
負
担
金
を

計
上
し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
３
４
５
９
万
円
減
） 

平成 20 年平成 20 年度度 一一般会計予算般会計予算

前年比増減
（千円）

構成比
（％）

予算額
（千円）

△４７,２０１２５.４１,４８２,８９８総務費

△２６５,５７０２３.７１,３８２,５８０土木費

４４,４８１１２.５７３０,６２８民生費

５９,１１８１２.０７００,９０２衛生費

８２,８０６９.８５７１,６５１教育費

△２３,１０５６.３３６６,６１２消防費

△２２,４６７３.７２１９,１４６商工費

△４５,６９８３.０１７４,２６９公債費

７,４５８１.９１１３,３３２農林水産業費

△１,１６９０.９５５,００９議会費

そ
の
他

００.４２５,０００予備費

７０.２１２,６２０災害復旧費

△３,６６００.２１０,３５２労働費

００.０１諸支出金

△２１５,０００１００.０５,８４５,０００計

歳 出

民生費�７億３０６２万８千円

土木費�１３億８２５８万円衛生費�７億９０万２千円

教育費�５億７１６５万１千円

農林水産業費�１億１３３３万２千円

公債費�１億７４２６万９千円

消防費�３億６６６１万２千円

商工費�２億１９１４万６千円 その他�１億２９８万２千円

総務費�１４億８２８９万８千円

９０

５０

８０

７０

６０

H１０ H１１ H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H １８ H １９

（億円）

一般会計当初予算額の推移８６.３

７９.５

７２.１７３.９７５.５

６６.５６６.０
６３.１

６０.１６０.６

H ２０

５８.４

（億円）

２０

１０

１５

５

Ｈ１１ Ｈ２０Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

１３.３

１７.１ １７.４ １８.０
１６.１

１４.６

２０.５
１９.０ １９.１

１７.８

財政調整基金残高の推移



�
歳
出
の
前
年
か
ら
の

増
減
の
ポ
イ
ン
ト
（
目
的
別
）

�
議
会
費
（
減
少
）

議
員
定
数
の
削
減
（　

人
→　

１６

１２

人
）
で
、
議
員
報
酬
等
が
減
少
し
ま

し
た
。

（
前
年
度
比
１
１
６
万
９
千
円
減
）

�
総
務
費
（
減
少
）

職
員
数
減
に
よ
る
人
件
費
と
、
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
要
す
る

経
費
等
が
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
４
７
２
０
万
１
千
円

減
）

�
民
生
費
（
増
加
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
負
担

金
が
増
え
た
こ
と
な
ど
で
増
と
な

り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
４
４
４
８
万
１
千
円

増
）

�
衛
生
費
（
増
加
）

病
院
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
に
対

す
る
補
助
金
、
粗
大
ご
み
特
別
収
集

事
業
に
要
す
る
経
費
が
増
え
た
こ

と
な
ど
で
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
５
９
１
１
万
８
千
円

増
）

�
労
働
費
（
減
少
）

主
に
前
年
度
計
上
し
て
い
た
青

少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

費
等
が
、
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
３
６
６
万
円
減
）

�
農
林
水
産
業
費
（
増
加
）

農
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

二
次
診
断
と
、
町
有
林
の
保
育
事
業

に
要
す
る
経
費
が
増
え
た
こ
と
な

ど
で
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
７
４
５
万
８
千
円
増
）

�
商
工
費
（
減
少
）

制
度
資
金
の
貸
付
の
た
め
の
金

融
機
関
へ
の
預
託
金
が
減
少
し
ま

し
た
。

（
前
年
度
比
２
２
４
６
万
７
千
円

減
）

�
土
木
費
（
減
少
）

野
中
橋
（
旧
船
沢
橋
）
の
架
替
え

事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
２
億
６
５
５
７
万
円

減
）

�
消
防
費
（
減
少
）

前
年
度
は
消
防
湯
沢
分
署
の
高

規
格
救
急
車
の
入
れ
替
え
経
費
を

計
上
し
て
い
た
た
め
減
少
し
ま
し

た
。

（
前
年
度
比
２
３
１
０
万
５
千
円

減
）

�
教
育
費
（
増
加
）

小
学
校
校
舎
の
耐
震
二
次
診
断
、

公
民
館
の
設
備
改
修
及
び
国
体
開

催
に
要
す
る
経
費
が
増
え
た
こ
と

な
ど
で
増
と
な
り
ま
し
た
。

（
前
年
度
比
８
２
８
０
万
６
千
円

増
）

 

 

 

（8）広報ゆざわ　H２０．４．１３

　当初予算額平成２０年度一般会計　新規事業等の一覧　当初予算額平成２０年度一般会計　新規事業等の一覧

税務課総務課
２６８９万円固定資産税評価替経費１２１０万１千円行政事務ネットワーク再構築事業

地域整備課６２８万３千円財務会計システム更新事業
３００万円街なみ環境整備事業計画策定２６０万円公用車購入
１５００万円除雪機械購入７０８万７千円県知事選挙費
８９００万円道路等改良事業１０４万４千円災害時用備品整備

１億１０５０万円公園等整備事業１５７万５千円地域防災計画見直し事業
４３０万円都市計画基礎調査町民課
１５０万円都市再生整備計画策定５００万円粗大ごみ特別収集事業

教育課６３９万円保育園耐震二次診断
１２０７万７千円学校施設耐震二次診断健康福祉課
５７４万８千円中学校基本構想策定他１億円湯沢病院電子カルテシステム導入事業補助金
１６２５万円教育情報化環境整備事業６９４１万６千円新潟県後期高齢者医療広域連合負担金
１８１６万円学校施設改修事業産業観光課

２０８７万７千円給食センター設備改修６０４万円共同浴場修繕
１７９０万円公民館設備他改修２３１万円農山村開発総合センター耐震二次診断
３００万円雪国館設備改修４４０万円大源太キャンプ場整備

� 歳出を性質別に見ると、任意で使えるお金は半分以下であることが分かります
歳出の予算を、その性質別に分類したのが下のグラフです。全体のうち、「職員人件費」「公債費」「南魚沼市委託

料」といった義務的経費と、独立採算が原則の特別会計や企業会計といった他の会計繰出金を除いた額が、各種事業
等に任意で使えるお金となります。グラフより、予算のうち任意で使えるお金が半分以下であることが分かります。

職員人件費�１９.４％
湯沢町職員の給与水準は、平成１９年４月時点で、県内３５市町村中、低
い方から７番目です。

公債費�３.０％
新規の借入を最小限に抑えているため、年々減少しています。

南魚沼市委託料�１０.７％
消防やごみ処理業務などを南魚沼市へ委託しています。

他会計補助金・繰出金�１９.７％
毎年多額のお金を、一般会計から他の会計へ支出しています。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

新規事業等
１１.１％

その他経その他経費費
３６.１３６.１％％

�� ���

� 任意で使えるお金は半分以下



（9）

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
の

事
業
の
収
入
を
支
出
に
充
て
、
一
般

会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る
会
計

で
す
。平
成　

年
度
の
特
別
会
計
は
、

２０

次
の
５
つ
と
な
っ
て
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
が
収
入
の
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。
支
出
で
は
、
医
療

費
の
ほ
か
、
新
た
に　

歳
か
ら　

歳

４０

７４

の
被
保
険
者
を
対
象
と
し
た
特
定

健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
の
た

め
の
予
算
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
実
施
に
と
も
な
う
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
や
人
間

ド
ッ
ク
に
対
す
る
助
成
金
等
の
予
算

も
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

医
療
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
今
年

度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
さ
れ
、
老
人
保
健
特
別
会
計
で

は
、
過
年
度
に
支
払
わ
れ
た
医
療
費

の
精
算
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
前
年
度
と
比
較
し
て

大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

で
新
設
さ
れ
た
会
計
で
す
。

収
入
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
収
め
て

い
た
だ
く
保
険
料
や
制
度
を
安
定

的
に
運
営
す
る
た
め
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
等
を
、
支
出
で
は
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
保

険
料
等
を
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

へ
支
払
う
納
付
金
や
、
徴
収
に
係
る

経
費
等
を
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
と
な
っ
た
高
齢
者
を

社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
介

護
が
必
要
な
人
へ
の
保
険
給
付
費

を
は
じ
め
、
温
水
健
康
体
操
教
室
な

ど
の
介
護
予
防
事
業
を
行
う
た
め

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

１８

２０

ま
で
の
３
か
年
計
画
と
し
て
策
定
さ

れ
た
「
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

※
」
が
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
「
第

２１

２３

４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
策
定
の

た
め
の
予
算
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

※
介
護
保
険
事
業
計
画
…
…

介
護
保
険
事
業
運
営
の
基
本
と

な
る
計
画
の
こ
と
で
す
。
地
域
の
実

情
等
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
よ
う
、
介
護
が
必
要
な

方
の
数
や
利
用
者
の
要
望
す
る

サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
把
握
し
、
将
来

見
込
ま
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量

や
種
類
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
な

ど
の
計
画
を
定
め
る
も
の
で
、
介
護

保
険
料
算
定
の
基
礎
に
も
な
り
ま

す
。
３
年
に
１
度
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
す
。

●
下
水
道
特
別
会
計

水
質
保
全
と
健
康
で
快
適
な
生

活
環
境
の
確
保
の
た
め
、
下
水
道
整

備
等
に
係
る
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
前
年
度
実
施
し
た

湯
沢
と
浅
貝
の
各
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
施
設
調
査
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し

た
施
設
等
を
計
画
的
に
改
修
す
る

た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
下

１９

水
道
普
及
率
は　

・
２
％
、
水
洗
化

８８

率
は　

・
０
％
で
、
県
内
で
も
上
位

８１

と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独
立

採
算
の
会
計
で
、
経
費
は
税
金
で
は

な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
収
益
で
賄
わ
れ

ま
す
。

●
水
道
事
業
会
計

老
朽
管
（
石
綿
管
）
か
ら
鋳
鉄
管

等
へ
の
布
設
替
え
や
配
水
施
設
の

整
備
等
、
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供

給
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

例
年
、
老
朽
管
の
更
新
事
業
に
つ

い
て
は
、起
債（
借
金
の
こ
と
）を
行

い
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
借
入
を
行
わ
ず
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
後
年
度
負
担
の
抑
制
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
病
院
事
業
会
計

今
年
度
か
ら
利
用
料
金
制
に
移

行
ま
し
た
。
前
年
度
ま
で
は
、
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
収
入
等
を

病
院
事
業
会
計
で
受
け
て
か
ら
、�

地
域
医
療
振
興
協
会
に
診
療
報
酬

と
し
て
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
直

接�
地
域
医
療
振
興
協
会
が
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
病
院
事
業
会
計
に
お

け
る
収
益
的
収
入
・
支
出
は
前
年
度

と
比
較
し
て
大
幅
な
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

資
本
的
支
出
で
は
、
医
療
事
務
の

効
率
化
の
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
費
用
１
億
５
千
万
円

を
計
上
し
た
こ
と
で
大
幅
な
増
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
そ
の
費
用
に
充

て
る
た
め
、
一
般
会
計
に
お
い
て
病

院
事
業
会
計
へ
１
億
円
の
補
助
金

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
収
益
的
収
支
…

企
業
経
営
活
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
す
べ

て
の
収
入
（
料
金
収
入
な
ど
）
と
支
出
（
人

件
費
、施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
）の
こ
と
。

�
資
本
的
収
支
…

施
設
の
建
設
改
良
に
か
か
る
投
資
的
な
収

入（
起
債
な
ど
）と
支
出（
工
事
費
、起
債
償

還
費
な
ど
）の
こ
と
。

特

別

会

計

企

業

会

計

前年比（％）予算額（千円）会計名

△５.８９８４,０００国民健康保険

△９１.４６０,９７０老人保健

皆増９５,７０５後期高齢者医療

１.４６４６,５０２介護保険

０.６１,０３２,４０９下水道

前年比（％）予算額（千円）会計名

△４.１４０４,０４６収益的収入

水道事業
△６.５３８０,５６９収益的支出

△４１.８３２,４６２資本的収入

△１０.８２０９,９５７資本的支出

△８７.２１２７,５４１収益的収入

病院事業
△８２.３１８７,３５４収益的支出

皆増１０９,８６４資本的収入

４５６.０１５９,８６４資本的支出



よ
く
、
湯
沢
町
は
地
方
交
付
税
の

不
交
付
団
体
で
、
財
政
の
豊
か
な
町

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
、
そ

の
よ
う
に
い
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
地
方
交
付
税

と
は
何
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
地

方
交
付
税
の
仕
組
み
と
、
湯
沢
町
の

現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
に
配
分
さ
れ
る

国
か
ら
の
仕
送
り

地
方
交
付
税
と
は
、
地
域
間
の
経

済
力
・
財
政
力
の
格
差
を
是
正
し
、

標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の

地
方
自
治
体
で
も
行
え
る
よ
う
、
そ

の
財
源
の
不
足
分
を
国
が
交
付
す

る
も
の
で
す
。
平
成
の
大
合
併
に
よ

り
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
全
国

に
は
都
道
府
県
と
市
町
村
を
合
わ

せ
１
８
６
７
※
も
の
地
方
自
治
体

が
あ
り
ま
す
。（
※
政
令
指
定
都
市
・

特
別
区
を
含
め
た
平
成　

年
１
月

２０

１
日
現
在
数
）

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に

よ
っ
て
、
経
済
的
に
豊
か
な
自
治
体

も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
な
ど
千
差
万
別
で
す
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
自
治
体
で

も
お
お
よ
そ
同
じ
レ
ベ
ル
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
こ

の
地
方
交
付
税
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

地
方
交
付
税
の
財
源
は
国
税
５

税
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費

税
、
た
ば
こ
税
）
の
一
定
割
合
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
来
こ
れ
ら
の
税
は

地
方
の
税
収
（
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

の
住
民
が
稼
い
だ
お
金
や
消
費
し

た
も
の
に
か
か
る
税
で
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
）
と
す
べ
き
で
す
が
、
国

が
国
税
と
し
て
代
っ
て
徴
収
し
、
地

方
交
付
税
制
度
の
も
と
で
、
地
方
自

治
体
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
是
正

す
る
た
め
に
再
配
分
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
出
と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
で

交
付
さ
れ
る
額
が
決
定

地
方
交
付
税
に
は
普
通
交
付
税

と
特
別
交
付
税
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
と
い
う
場
合
は
、
普
通
交
付

税
の
不
交
付
団
体
で
あ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
普
通

交
付
税
の
額
は
ど
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

普
通
交
付
税
の
額
は
そ
の
地
方

自
治
体
が
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
の
に
必
要
な
費
用
（
こ
れ

を
基
準
財
政
需
要
額
と
い
い
ま

す
。）か
ら
、町
税
等
の
標
準
的
な
財

政
収
入
額
（
こ
れ
を
基
準
財
政
収
入

額
と
い
い
ま
す
。）
を
差
し
引
い
た

額
（
財
源
不
足
額
）
で
決
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
額
が
マ
イ
ナ
ス
（
財
源
超

過
額
）
と
な
っ
た
場
合
は
、
不
交
付

団
体
と
な
り
ま
す
。

基
準
財
政
需
要
額
は
、
各
団
体
の

人
口
や
面
積
等
に
対
し
て
国
の
定

め
た
一
定
の
基
準
に
よ
り
算
出
さ

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
面
積
や
人
口
な

ど
ま
っ
た
く
同
じ
条
件
の
２
つ
の

町
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
各
町
で
実

際
に
支
出
さ
れ
た
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
基
準
財
政
需
要
額
は
同
額

と
な
り
ま
す
。

ま
た
基
準
財
政
収
入
額
は
、
実
際

に
収
入
さ
れ
る
税
収
等
の
額
で
決

定
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
こ
の
２
つ

の
額
は
、
次
の
式
で
算
出
し
ま
す
。 

湯
沢
町
は
財
源
超
過
で

不
交
付
団
体
で
す

そ
れ
で
は
、
平
成　

年
度
の
湯
沢

１９

町
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
口
８
７
１
３
人
（
平
成　

年
国

１７

勢
調
査
人
口
）、面
積
３
５
７�
（
他

に
も
道
路
の
面
積
や
学
校
数
、
児
童

数
、　

歳
以
上
人
口
な
ど
い
ろ
い
ろ

７５

な
測
定
単
位
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。）の
湯
沢
町
で
は
、標
準
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
に
必
要
な

費
用
で
あ
る
基
準
財
政
需
要
額
は
、

　

億
９
９
２
３
万
４
千
円
、
そ
し
て

２６税
収
等
の
標
準
的
な
財
政
収
入
で

あ
る
基
準
財
政
収
入
額
は
、　

億
９

３６

２
７
９
万
９
千
円
と
算
出
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
が
っ
て
、
９
億
９
３
５
６
万

５
千
円
の
財
源
超
過
と
な
り
、
湯
沢

町
は
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な
い
不

交
付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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湯
沢
町
は
不
交
付
団
体
と
い
わ
れ
ま
す
が
…

地
方
交
付
税
っ
て
何

地
方
交
付
税
っ
て
何
？？

支出…基準財政需要額

収入…基準財政収入額

�
－

不足した財源分が交付されます

基準財政需要額 単位費用 測定単位 補正係数＝ × ×

測定単位
１あたりの費用

人口、面積等 寒冷積雪の差等

基準財政収入額 標準的税収入（町税等）

地方特例交付金の７５％（市町村分） 地方譲与税

＝ ＋

＋

湯沢町は財源超過の不交付団体

支出…基準財政需要額
２６億９９２３万４千円

収入…基準財政収入額
３６億９２７９万９千円

� ���

財源超過！

普通交付税交付額
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財
政
の
豊
か
さ
を
示
す

財
政
力
指
数
と
は

と
こ
ろ
で
地
方
自
治
体
の
財
政

の
豊
か
さ
を
示
す
指
標
と
し
て
、

「
財
政
力
指
数
」
と
い
う
指
標
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
財
政
力
指
数
は
、
今
ま

で
見
て
き
ま
し
た
基
準
財
政
需
要

額
と
基
準
財
政
収
入
額
を
用
い
て
、

次
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

財
政
力
指
数
＝
基
準
財
政
収
入
額

÷
基
準
財
政
需
要
額

つ
ま
り
、
標
準
的
な
行
政
を
行
う

の
に
必
要
な
費
用
を
、
税
収
等
の
標

準
的
な
収
入
で
ど
の
程
度
賄
え
る

か
を
表
し
た
数
値
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
湯
沢
町
の
財
政

１９

力
指
数
は
、

基
準
財
政
収
入
額　

億
９
２
７
９

３６

万
９
千
円
÷
基
準
財
政
需
要
額　
２６

億
９
９
２
３
万
４
千
円

＝
１．
３
６
８

と
な
り
ま
す
。
こ
の
数
値
が
１
を

超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
収
入
額
が

需
要
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
普
通
交
付
税
の
不

交
付
団
体
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
収

入
に
余
裕
が
あ
る
と
い
え
ま
す
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
豊
か

さ
を
示
す
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ

る
わ
け
で
す
。

通
常
、
財
政
力
指
数
は
３
か
年
の

単
純
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
湯
沢
町
の
財
政
力
指
数
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
県
内
の
市
町
村
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

左
が
そ
の
一
覧
表
で
す
。
こ
の
表
か

ら
も
お
分
か
り
の
と
お
り
、
平
成　
１９

年
度
、
県
内
で
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
湯
沢

町
、
刈
羽
村
、
聖
籠
町
の
３
団
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
見
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、

湯
沢
町
の
財
政
力
指
数
が
他
団
体

と
比
べ
高
く
、
不
交
付
団
体
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
客
観
的
に
財
政
豊

か
な
町
だ
と
い
わ
れ
る
理
由
だ
と

い
え
ま
す
。

湯
沢
町
に
も
交
付
さ
れ
て

い
る
特
別
交
付
税
と
は

と
こ
ろ
で
不
交
付
団
体
の
は
ず

な
の
に
、平
成　

年
度
予
算
の
中
で
、

２０

地
方
交
付
税
が
１
５
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
と
お
気
づ
き
に
な

ら
れ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

実
は
、
湯
沢
町
に
は
特
別
交
付
税

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
別

交
付
税
は
、
今
ま
で
ご
説
明
し
て
き

た
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
含

ま
れ
な
い
、
特
別
の
財
政
需
要
が
あ

る
場
合
に
、
普
通
交
付
税
を
補
完
す

る
意
味
で
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度

で
す
。

湯
沢
町
は
豪
雪
地
帯
で
す
か
ら
、

特
別
の
財
政
需
要
と
し
て
、
主
に
除

排
雪
に
か
か
る
経
費
を
、
特
別
交
付

税
と
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成　

年
度
で
は
、
国
が
平
成　

年

２０

１９

度
か
ら
３
年
間
、
特
別
交
付
税
等
で

支
援
し
て
い
く
と
し
て
い
る
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
別

交
付
税
額
を
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。

平成１９年度新潟県財政力指数一覧表

 新潟県平均 ・・・・・・・・・・・・ 0.545
 郡市平均 ・・・・・・・・・・・・・・・ 0.550
 町村平均 ・・・・・・・・・・・・・・・ 0.539

0.503南魚沼市0.704新潟市

0.528胎内市0.665長岡市

1.449聖籠町0.665三条市

0.483弥彦村0.815柏崎市

0.437田上町0.565新発田市

0.227阿賀町0.582小千谷市

0.253出雲崎町0.458加茂市

0.246川口町0.420十日町市

1.398湯沢町0.555見附市

0.303津南町0.529村上市

1.606刈羽村0.764燕市

0.277関川村0.465糸魚川市

0.447荒川町0.556妙高市

0.329神林村0.478五泉市

0.302朝日村0.615上越市

0.213山北町0.488阿賀野市

0.114粟島浦村0.298佐渡市

（平成１７～１９年度３か年度単純平均）0.340魚沼市

湯沢町の財政力指数

平成１７年度…１.４３５
平成１８年度…１.３９０
平成１９年度…１.３６８

�
平成１９年度
財政力指数…１.３９８
（３か年の単純平均）

� �������������������������������������������������������������������������������������������

平成 20年度
町税等の納期限・口座振替日のお知らせ
「平成２０年度　納税等の計画表」として、クリーム色の別紙を折り込みました。今年度
の納期限、口座振替日は、この表のとおりとなっています。毎月の納付額を納税通知書等
により記入して、納税計画にお役立てください。
なお納付には、便利な口座振替をお奨めします。金融機関等で手続きできます。くわし
くはお問い合わせください。

● 町税等の納付のご相談は・・・税務課 収納班　℡７８４－３４５２

便利な
口座振替が
お奨めです
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
平
成　
２０

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
変
厳

し
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告
げ
、

も
う
す
ぐ
湯
沢
町
の
木「
紅
山
桜
」

の
咲
く
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

さ
て
昨
年
、
湯
沢
町
観
光
の
目

玉
で
あ
り
ま
す
「
湯
沢
温
泉
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
」
を
民
営
化
し
ま
し
た
。

し
か
し
当
初
の
基
本
合
意
書
に

沿
っ
た
受
け
渡
し
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
修
繕
等
そ
の
手
当
て
に

町
予
算
を
投
入
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
は
最
後
に
結
ん
だ
契
約

内
容
に
照
ら
せ
ば
、
適
正
を
欠
く

も
の
で
し
た
。こ
の
点
に
つ
き
、私

は
管
理
不
行
届
き
を
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
ひ
と

つ
の
契
機
と
し
て
、
や
は
り
施
設

の
民
営
化
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
評

価
さ
れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
冬
の
お
客
様

の
入
込
み
は
い
か
が
で
し
た
か
。

海
外
か
ら
の
ス
キ
ー
客
も
相
当
数

来
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
新

潟
市
で
は
新
潟
空
港
の
使
用
活
性

化
の
た
め
、
韓
国
や
中
国
そ
し
て

ロ
シ
ア
等
の
北
東
ア
ジ
ア
か
ら
の

入
込
み
を
図
っ
て
い
て
、
私
も
そ

れ
に
便
乗
し
よ
う
と
、
昨
年
新
潟

市
長
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
こ
れ
が
目

に
見
え
て
き
た
と
、
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
国
内
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
数
の

落
込
み
の
中
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
自
画
自
賛
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
も
空
前
の
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の

韓
国
や
、
人
口
の
多
い
中
国
富
裕

層
へ
の
働
き
か
け
を
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
お
出

で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ

リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
町
内
の
関
係
者
各
位
に

は
対
応
の
方
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
年
度
末
の
３
月
末
に
、
地

域
密
着
型
の
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
老
人
介
護
施
設
が
、
中
子
地

区
に
竣
工
し
、
４
月
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。施
設
の
名
称
は「
健

康
倶
楽
部
ゆ
ざ
わ
」、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
名
称
は
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
雪
割
草
」で
す
。町
民
の
方

も
勤
務
し
て
い
ま
す
か
ら
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら

の
方
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

こ
の
冬
は
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ

今
年
度
の
冬
に
は
、
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
湯

沢
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か

皆
さ
ん
、
こ
ぞ
っ
て
変
わ
ら
な
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
か
ね
て
か
ら
提
唱
し
、
そ

の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
が
、
あ
と
１

か
月
後
に
は
認
可
に
な
り
そ
う
だ

と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
。
地
球

温
暖
化
防
止
、
資
源
の
少
な
い
日

本
で
の
資
源
の
有
効
活
用
等
、
こ

の
内
容
に
つ
い
て
折
を
見
ま
し
て

広
報
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
ご
理
解
も
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
湯
沢
町
の
豊
か
な
自
然

を
保
護
し
つ
つ
、
こ
れ
を
孫
子
に

つ
な
ぐ
努
力
を
一
緒
に
進
め
て
く

だ
さ
い
。

も
う
す
ぐ
野
山
の
雪
も
消
え
て
、

山
菜
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
時
期
、
心
な
い
人
に
よ
る
乱
獲

が
取
り
ざ
た
さ
れ
ま
す
。
湯
沢
町

に
お
い
て
も
、
自
然
環
境
保
護
の

条
例
を
作
成
し
ま
す
。
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
活
用
し
て
子
々
孫
々

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

８
日

　

日
１０

　

日
１３

　

日
１４

　

日
１７

　

日
１８

　

日
２２

　

日
２４

　

日
２５

　

日
２６

　

日
２７

　

日
２９

　

日
３１

第　

回
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
表
彰
式
・
記
念
交
流
会
／
民
宿
雪
合

１２
戦バ

デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
幼
稚
園
ス
キ
ー
大
会

朝
礼
／
新
潟
県
総
合
事
務
セ
ン
タ
ー
来
庁
／
政
策
形
成
セ
ミ
ナ
ー
報

告
会

湯
沢
高
校
卒
業
式
／
定
期
監
査
報
告
／
新
潟
県
ス
キ
ー
観
光
産
業
振

興
協
議
会
総
会（
新
潟
市
）

湯
沢
中
学
校
卒
業
式
／
第
２
回
国
保
運
営
協
議
会

横
浜
港
北
区
動
物
愛
護
講
演

湯
沢
温
泉
事
業
有
限
会
社
社
長
来
庁
／
東
京
電
力
株
式
会
社
原
子
力

本
部
長
来
庁

共
済
組
合
組
合
会
・
業
務
運
営
委
員
会
（
新
潟
市
）

振
興
局
地
域
整
備
部
退
職
者
送
別
会

動
物
愛
護
推
進
委
員
（
新
潟
県
庁
）
／
新
潟
県
町
村
会
役
員
会
（
新
潟

市
）

湯
沢
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
・
後
援
会
幹
事
会

長
島
代
議
士
後
援
会
合
同
総
会
（
長
岡
市
）
／
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
新
潟
県

高
校
体
育
連
盟
実
行
委
員
会
（
新
潟
市
）

三
国
小
学
校
卒
業
式
／
町
研
送
別
会

職
員
採
用
試
験
面
接

土
地
開
発
公
社
理
事
会
（
南
魚
沼
市
）

南
魚
沼
地
域
広
域
計
画
協
議
会
（
南
魚
沼
市
）

苗
場
福
祉
会
竣
工
式

苗
場
滑
降
ス
キ
ー
大
会
／
専
決
補
正
予
算
町
長
査
定
／
終
礼

３
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

３
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム
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狂犬病集合予防注射　５月８日（木）の日程

時　　間会　　　場

9：50～9：10湯沢カルチャーセンター前

10：40～10：10栄屋薬局様隣り駐車場

11：10～11：00神立小学校

11：40～11：30角谷 元様宅駐車場

13：50～13：30湯沢町公民館浅貝分館

14：20～14：10二居集会所

15：00～14：40三俣小学校

狂犬病集合予防注射　５月９日（金）の日程

時　　間会　　　場

9：40～9：30土樽集落開発センター

10：10～10：00松川生活改善センター

11：00～10：30農山村総合開発センター

11：40～11：20滝之又会館

14：20～13：10湯沢町公民館

15：00～14：30湯沢温泉ロープウェー

平成２平成２ ０ ０年度年度　狂犬病予防集合注狂犬病予防集合注射射
平成２０年度の狂犬病予防集合注射を、５月８日（木）と５月９日（金）、次の日程のとおり実施します。狂犬病予

防注射（毎年１回）は、法律で義務付けられています。飼い主の皆さんは、忘れずにお願いします。

★すでに登録済みの場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◎注射料金 3,100 円

お知らせの注射済票交付申請書を郵送します。注射を受ける際に必要となりますので、記載事項を確認してください。
また申請書には押印、署名し、問診票をご記入の上、おつりの要らない料金とともに会場まで持参してください。

★生後 91日以上の犬を新しく飼われた場合・・・・・・・・・・・・・◎注射料金 6,100 円（登録手数料 3,000 円を含む）

印鑑とおつりの要らない料金を会場まで持参してください。

� 注射当日は、犬を制御できる方が連れてきてください。

� 他市町村から転入してきた場合、および他の方が飼われていた犬を譲り受け、新た に飼
う場合は、「登録の変更手続き」が必要です。旧市町村の登録鑑札と注射済票を お持ち
になり、前の所有者の名前、住所を確認した上、注射会場までお越しください。

� 生後９０日以下の犬は、狂犬病の予防注射を受けることができません。

� 死亡等により、現在犬を飼っていない方は、届出が必要です。早急に届出をお願いし ま
す。

� 集合注射で接種できない方は、６月末までに個別に獣医師から接種を受けてくださ い。
ただし料金は異なります。

� 犬のフンは、飼い主の責任で始末しましょう。また犬が人をかんだり、他人に危害や迷惑を及ぼすことのないよう、首輪を
必ず装着し、放し飼いは絶対にやめましょう。

【問い合わせ】町民課町民生活班　℡７８４－３４５３

狂犬病予防注射は、狂犬病が日本に侵入した場合に、犬にまん延することを防いで、犬から人に感染することを
防ぎます。愛犬と飼い主を守るためではなく、多くの人の安全のために必要です。飼い主の皆さん、毎年必ず注射
を受けさせましょう。

 狂犬病は犬だけの病気ではありません 
○ 犬だけでなく、人も含めてすべてのほ乳類に感染します。（病原体：狂犬病ウイルス）
○ 感染してから発症するまでの潜伏期間は、犬では平均３週間、人では平均３０日です。
○ 発症すると、ほぼ１００％死亡するとても恐ろしい病気です。
○ 予防するには、ワクチン接種を行う以外に方法はありません。
○ 世界では、毎年５万人以上の方が狂犬病で亡くなっています。

ご存知ですか？狂犬病と狂犬病予防注射のこと
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３月９日付の「広報ゆざわ」１０ページでお知らせした、「平成２０年度 土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧」に関して、一
部表記の誤りがありました。

次のとおり訂正し、お詫び申し上げます。

…見出し「縦覧期間・時間」のうち、縦覧期間について

【訂正前】　４月１日（火）～５月３１日（土）　　　【訂正後】　４月１日（火）～６
・
月２
・
日（月
・
）

（傍点部分が訂正部分です。5 月 31 日（土）から 6 月 2 日（月）へと訂正します。）

訂正とお詫び

 ふるさと基金事業ふるさと基金事業ののご案内ご案内 
南魚沼市と湯沢町で組織する「南魚沼地域広域計画協議会」で実施する「ふるさと基金事業」について、お知らせ

します。豊かな自然と生活環境を守り、快適でうるおいのある広域圏を創りあげるため、地域住民やコミュニティ団
体等の活動で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」を目指す、次の取り組みを支援します。
なお助成対象は、住所または勤務先を関係市町に有すると認められるものに限ります。

 芸術・文化振興支援事業　（予算枠 50万円）

 対象事業 　 地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業

　　　　　　　や伝統芸能を通じた世代間交流を推進する事業を支援します。

 補 助 額 　 事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の
　　　　　　　範囲内で補助します。ただし、上限を補助対象事業費の3分の2　
　　　　　　以内とします。

 ふるさとコミュニティ支援事業　（予算枠 150 万円）

 対象事業 　 個人または団体が行う、快適でうるおいのある地域を創りあげる
　　　　　　　ための、コミュニティ活動を支援します。

 補 助 額 　 事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の
　　　　　　　範囲内で補助します。ただし、補助額の上限を 10万円とします。

 地域創生支援事業　（予算枠 200 万円）

 対象事業 　 地域の自然や伝統等の資源を活かし、活気にあふれ、うるおいのある地域を創生するために、旧
 町単位に予算枠を設けています。地域の活性化を図るイベントやまちづくり団体を支援します。

 補 助 額 　 事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助します。ただし、
 補助対象費の 3分の 2以内とし補助額の上限を 50万円とします。

 その他協議会で取り組む事業のご案内

国際観光推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・国際観光を推進する事業を支援します。

幼児児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管内小学校での絵本の読み聞かせ事業に取り組みます。

魚沼ビジネス交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援します。

広域交流ミーティングパーティー事業・・・・・未婚男女に出会いの場を提供します。

日本語支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管内の外国人在住者に、日本語教室や料理教室を開催します。

南魚沼地域

■ 申請期限はすべての事業ともに、平成２０年５月２３日です。

【相談窓口】 湯沢町役場総務課企画財政班に申請書を備えてあります。 ℡７８４－３４５１

【事務局】 南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市役所　企画政策課） ℡７７３－６６７２
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湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

湯沢町公民館からのお知らせ

開放用のパソコン２台が新しくなりま開放用のパソコン２台が新しくなりますす
湯沢町公民館では、インターネットを利用できるパソコン2台を
開放していますが、このたびこのパソコンが新しくなります。これ
で光回線を利用したインターネット環境が充分に活用され、より
高速で快適なインターネットがご利用できるようになります。こ
れまでもお子様からお年寄りまで、さまざまな方に利用されてい
ますが、一層たくさんの方にご利用いただきたいと思います。
また、湯沢町公民館はフリースポットとなっていて、無線ＬＡＮ

でインターネットにアクセスできる環境を提供しています。
利用される方は、南魚図書利用カードが必要となります。ご利用
前に公民館事務室にて申込み手続きをしてください。

利 用 日 閉館日及び年末年始を除く毎日

利用時間 午前 9時～午後 5時

時間制限 開放用パソコン� 30 分間（３０分間の延長可能）

2008 湯沢町スキーリフト等共通乗車証をお持ちの方を対象とした、リフト等乗車券の特別料金のご案内です。

湯沢町スキー場振興協議湯沢町スキー場振興協議会会 からのお知らせ

岩原スキー場苗場・かぐらスキー場GALA湯沢スキー場スキー場

4月 20 日（日）
苗場・田代エリア 5 月 26 日（火）

みつまた・かぐらエリア 5 月 25 日（日）
5月 6日（火）

有効期間
（予定）

★小学生 ………一日券 700 円

★中学生・高校生・一般・保護者
…………一日券 1,500 円

★シルバー …一日券 1,000 円

★小学生・中学生・高校生
………一日券 1,000 円

★一般・シルバー・保護者
…………一日券 2,000 円

★小学生・中学生
……シーズン券 2,000 円

★高校生・一般・シルバー・保護者
…………一日券 1,500 円

料金

岩原スキー場 ℡７８７－３２１１苗場スキー場 ℡７８９－２２１１

みつまたステーション ℡７８８－９２２１

田代ステーション ℡７８９－３１１１

GALA湯沢スキー場 ℡７８５－６５４３

問い合わせ

※ご購入の際は、各出札所で「2008 湯沢町スキーリフト等共通乗車証」をご提示ください。

※積雪状況等により、各スキー場の閉鎖が早まる場合がありますのでご注意ください。

こども電話（メール）相談　　※お気軽にご相談ください。

� 電 話 相 談 ＜� 784 － 3033 ＞ 午前 8：30 ～午後 5：00（土・日祝日を除く）
� メール相談 ＜ e－mail：secret-sodan@town.yuzawa.lg.jp ＞ 24 時間対応

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ
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「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

「万華鏡を作ろう」

募 集

４月より「子ども放送局」の番組がテレビによる対応からインターネットへ移行します。この移行にともなっ
て、４月より公民館で「土曜ひろば」が始まり、夏休みを除いた毎月１回、第４土曜日に開かれます。「土曜ひろ
ば」は、子どもたちの土曜・日曜日の休みを主体的にすごしてもらうための事業として行います。

対　象 小学生

申込み 湯沢町公民館窓口へ
 申込みください。
 （電話での申込みもできます。）

締切り ４月２３日（水）

日にち 4 月 26 日（土）

時　間 午前 10 時～ 11 時（予定）
会　場 湯沢町公民館１階和室

参加料 無料

【問い合わせ】湯沢町公民館　℡７８４－２４６０（担当　林）

公民館報ゆきぐ公民館報ゆきぐにに

縮刷版（第 6 巻）頒布中！
永く町民の皆さまに親しまれていた公民館報ゆきぐには、平成１９年６月を
もって広報ゆざわと合併になりました。現在、湯沢町公民館にて平成１３年４月
（第４３８号）から平成１９年６月（第５１２号・最終号）を収録した縮刷版（第６巻）
を頒布しています。ぜひ、お買い求め下さい。
冊数に限りがありますので、売切れの際はご容赦下さい。

 頒布価格 2,500 円 

 頒布場所・問い合わせ 湯沢町公民館　℡ 784 － 2460 

あわせて、これまでの縮刷版も頒布しています。

� 第３巻（昭和 ６０年 ９月～平成 ４年 ３月）

� 第４巻（平成 ４年 ４月～平成 ８年 ３月）

� 第５巻（平成 ８年 ４月～平成 １３年 ３月）

  頒布価格…各２,０００円

越後湯沢全国童画展作品越後湯沢全国童画展作品集集 好好評頒布中評頒布中
第１０回展から第１２回展までの入賞入選作品を収録した作品集（第４集）を頒布しています。全国各地より出品
され、入賞入選を果たした心に残る作品を、お手元でご鑑賞ください。

●頒布価格 2,500 円
●頒布場所 湯沢町公民館

� 第２集（第４～６回展収録）、第３集（第７～９回展収録）も各２,５００円にて頒布中
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「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

男子大回転 ４ ７位 腰越　　司 （湯沢中２年・滝ノ又）

 ５ ５位 腰越　　元 （湯沢中２年・滝ノ又）

女子大回転 ２ ３位 若月　莉奈 （湯沢中１年・浅貝）

女子回転 ５ ４位 南雲　美穂 （湯沢中２年・原新田）

男子回転 １ ８位 藤川　祥太 （八海高１年・浅貝）

男子大回転 第１戦 ７０歳代 １ ５位 古川　幸永 （ナスパスキークラブ）

女子大回転 第１戦 ８０歳以上 ２位 堀　　淑子 （ルミスキークラブ）

男子大回転 第２戦 ７０歳代 ８位 古川　幸永 （ナスパスキークラブ）

※学年・所属は、競技大会出場時のものです。

���　　 ������ スキー大会 結果

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
２００７全日本ジュニアスキー選手権大会
期日： 平成２０年３月１７日～１９日

会場： 山形県 蔵王温泉スキー場

第２０回全国高等学校選抜スキー大会
期日： 平成２０年３月２０日～２３日

会場： 北海道 富良野スキー場

第３２回全日本マスターズ
スキー選手権栂池大会

期日： 平成２０年３月１２日～１４日

会場： 長野県 栂池高原スキー場

スキー大スキー大会会 結結果果

心身の健全な育成を行うとともに、参加者相互の交流を深めることを目的とした柔道教室です。

�主　　催 湯沢町公民館　湯沢町青少年育成センター

�対　　象 小学生（3年生以上）、中学生、高校生

�会　　場 湯沢中学校 格技場

�指 導 者 高橋明男講師、田村實講師、折原明彦講師、森下哲也講師他

�練 習 日 毎週金曜日 午後 7 時～午後９時 （5月～ 9月 全 20 回）

�受 講 料  2,000 円

�申込方法 申込み用紙に記入の上、参加料を添えて４月２５日（金）までに
 湯沢町公民館へ申込んでください。

�開 講 式 日時 ５月９日（金）　午後７時～　　場所 湯沢中学校格技場

ご案内

・教室の内容など、はじめて受講される方への説明会は、開講式当日に
行います。

・柔道着のない人は、開講式へは学校の体操着でOKです。

・開講後、中途での申込みはできません。

・練習中に発生した事故等については、公民館総合保障制度での対応と
なりますが、個人負担が発生する場合がありますのであらかじめご了
承ください。
・（保障内容が不足と思われる方は、事前に傷害保険等にご加入ください。）

【問い合わせ】湯沢町公民館 　℡７８４－２４６０
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湯
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と
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折
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古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類
は
、

一
般
的
に
は
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
」に
よ
り
、そ
の
所
持
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
美

術
品
も
し
く
は
骨
と
う
品
と
し
て

の
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
品

に
つ
い
て
は
、
登
録
に
よ
り
所
持

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
中
は
、
次
の
と
お

２０

り
登
録
審
査
会
を
行
い
ま
す
。

【
会
場
と
日
時
】

◎
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
‐
１
）

４
月　

日
（
金
）

１８

８
月　

日
（
金
）

１５

　

月　

日
（
金
）

１１

２１

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

２１

１６

◎
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室

（
長
岡
市
四
郎
丸
１
７
３
‐
２
）

６
月　

日
（
金
）

２０

　

月　

日
（
金
）

１０

１７

平
成　

年
２
月　

日
（
金
）

２１

２０

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
）

【
持
参
す
る
も
の
】

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲

刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）

③
審
査
手
数
料

（
１
件
に
つ
き
６，
３
０
０
円
を

新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

※
登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定

め
る
鑑
定
鑑
定
の
基
準
（
美
術

的
価
値
、
伝
統
的
な
製
作
方
法

等
）
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

※
そ
の
古
式
銃
刀
剣
類
が
法
令
に

基
づ
い
て
登
録
で
き
る
か
ど
う

か
を
審
査
も
の
で
、
骨
と
う
品

的
価
値
を
お
答
え
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
登
録
対
象
と
な
っ
た
も
の
に
つ

い
て
登
録
証
が
交
付
さ
れ
、
所

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
ら
】

・
速
や
か
に
最
寄
の
警
察
署
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

届
出
後
、
登
録
審
査
会
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

・
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
来

ら
れ
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
移
動
す
る
際
に
は
、
危
険
の
な

い
よ
う
に
梱
包
し
て
、
盗
難
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
１
９

平
成　

年
度

２０

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　平平成成２２ 11 年 4 月採用予年 4 月採用予定定

新潟県警察官採用試験のご案新潟県警察官採用試験のご案内内
受付期 間 5 月 1日（木）～ 6月 24 日（水）まで（郵送・持参の場合）
 5 月 1日（木）～ 5月 26 日（月）まで（電子申請の場合）

第 1次試験 7 月 13 日（日）　新潟市

受 験 資 格 昭和５３年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
 ① 四年制大学を卒業した人または平成２１年３月３１日までに
 　 卒業見込みの人
 ② 新潟県人事委員会が①と同等と認める人

 ※ その他受験資格など詳細については、南魚沼警察署または各交番、駐在所に
 　 お問い合わせください。

【問い合わせ】南魚沼警察署 総務課　℡７７０－０１１０

湯沢交番からのお知らせ 違法駐車はしない、させない
人と車にやさしい湯沢町人と車にやさしい湯沢町をを！！
長い冬が終わり、春の日差しがまぶしくなってきました。
南魚沼警察署では交通死亡事故の抑止、飲酒運転や無免許運転の取締り、交通安
全運動などの各種交通安全のための施策を推進しています。
湯沢町では、越後湯沢駅周辺が駐車禁止取締重点区域に指定されています。
違法駐車は、緊急車両などの通行の妨げとなるばかりではなく、子どもや高齢者

が被害にあう交通事故にもつながります。
違法駐車をなくし、人と車にやさしい湯沢町を実現しましょう。

指定場所駐車禁止（普通車）15,000 円
�南魚沼警察署　℡７７０－０１１０　　�湯沢交番　℡７８４－２０２０
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湯
沢
町
商
工
会
女
性
部
（
部
長

野
口
美
枝
子
さ
ん
）
で
は
、
愛
の

鈴
作
り
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
小
学
校
に
新
入
学

す
る
児
童
へ
、
交
通
安
全
の
願
い

を
込
め
て
贈
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

愛
の
鈴
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
手

作
り
で
、
手
編
み
の
毛
糸
の
カ

バ
ー
を
か
け
た
黄
色
い
鈴
で
す
。

今
年
も
３
月　

日
に
、
新
入
学

１９

児
童　

人
分
が
湯
沢
町
教
育
委
員

６８

会
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真

左
）
愛
の
鈴
は
各
学
校
を
通
し
て
、

児
童
た
ち
に
配
布
さ
れ
、
通
学
中

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
鈴
の

音
と
し
て
、
児
童
た
ち
の
ラ
ン
ド

セ
ル
な
ど
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
局
で
は
、「
地
域
に
開

か
れ
た
、
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
づ

く
り
」の
一
環
と
し
て
、県
民
ホ
ー

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
絵
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
な
の

で
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
内
容
】

古
山
冨
士
夫
絵
画
展

「
や
さ
し
い
花
の
水
彩
画
展
」

…
水
彩
画
を
描
き
始
め
て
約
８
年
。

透
明
水
彩
画
が
主
で
、
大
好
き

な
自
然
の
風
景
や
草
花
を
四
季

を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
描
い

た
作
品
で
す
。　

点
を
展
示
し

１０

て
い
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

４
月　

日
（
木
）
ま
で

２４

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
平
日
の
み
）

【
展
示
会
場
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局　

１
階

県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

企
画
振
興
部　

総
務
課

℡
７
７
２
・
２
３
７
２

こ
の
た
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、

土
樽
駅
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
冬
季
に
お
い
て
転
て
つ
機

に
雪
が
介
在
し
、
列
車
の
運
行
が

で
き
な
い
こ
と
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
で
す
。こ
の
た
め
、工
事
期

間
中
に
お
い
て
は
土
樽
駅
の
ホ
ー

ム
が
使
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

代
替
運
送
を
実
施
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
土
樽
駅
の
使
用
停
止
期
間
】

６
月
３
日
（
火
）
〜

６
月　

日（
木
）ま
で
の　

日
間

２６

２４

※
土
樽
駅
に
旅
客
列
車
は
停
車
し

ま
せ
ん
。

【
代
替
輸
送
方
法
】

越
後
中
里
〜
土
樽
駅
間�

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
代
替
輸
送

※
代
替
輸
送
の
時
刻
は
、
時
刻
表

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
駅
や
車
内

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

新
潟
支
社
総
務
部
企
画
室

℡
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
０
４

労
働
保
険
の
年
度
更
新
及
び
一

般
拠
出
金
の
申
告
、
納
付
の
手
続

き
は
お
済
で
し
ょ
う
か
。
申
告
書

の
提
出
と
保
険
料
の
納
付
は
、
今

年
度
は
５
月　

日（
火
）が
期
限
で

２０

す
。ま

だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
労

働
基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
新
潟
労
働
局
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
「
一
般
拠
出
金
」
と
は
、「
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
、
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被
害
者
の
救

済
費
用
に
充
て
る
た
め
、
事
業

主
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月　

日
１９

３
月　

日
２０

３
月　

日
２６

�
橋

桑
原

�
橋

史
男

ハ
ツ
ヱ

チ
カ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月　

日
１２

森
下

 
智
行 

と
も
ゆ
き

さ
ん

南
魚
沼
地
域
振
興
局
で

絵
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
と

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付

J
R
上
越
線
土
樽
駅
ホ
ー
ム

改
良
に
よ
る
代
替
輸
送
の
実
施

交
通
安
全
を
願
い

愛
の
鈴
が
贈
ら
れ
ま
し
た


